
● 集落・地域内の多くの方に（経営者だけでなく、
奥さんや息子等も）参加し、発言してもらう 

● 市町村、協議会のメンバーとなる方々も参加 

● アンケート結果等を基に、 

 ・誰が地域農業の中心となるか、 

 ・今いなければどう作るか 

 ・そこへの農地集積をどう進めるか 

 等を話し合ってもらう。  

〈検討のポイント〉 

● 中心となる経営体がいれば、その経営体を中心
に地域農業の発展形を構築。 

● いなければ、どうするかを検討 

● 次世代の担い手として、青年就農者を積極的に
位置付け 

● 担い手不足の地域では、集落営農の組織化も選
択肢。 

２ マスタープラン作成の一般的な手順 

１ 経営再開マスタープランは、作成する地域の農業事情に応じて 

                   最もふさわしい方法で進めて下さい。 

集落・地域における話し合い 市町村による検討会の開催 

 ■ 経営再開マスタープラン作成の進め方 

そうした経営体がなければ、今後、集落営農をどう作っていくか、新規就農者や 

                 地域外の農業者をどう入れるかなどを話し合うとよいでしょう。 

その地域に、中心となる農業経営や集落営農があれば、これらの経営体も入って、 

                 地域農業の将来像をどう描くかを話し合うとよいでしょう。 

集落・地域における話し合いがうまくいくかどうかは、 

                                                  市町村、関係機関の事前準備にかかっています。 

話し合いの前に、農家の意向確認や中心となる経営体の候補との意見交換などを 

                 行っておくことがスムーズな話し合いにつながります。 

適当と判断されたものは 
市町村がマスタープランとして正式決定 

● 市町村は、左の話し合いを受けて、マ
スタープラン原案を作成 

● 市町村は、農業関係機関や農業者の代
表で構成する検討会を開催し、原案の
妥当性等を審査・検討する。 

〈検討会メンバー〉 

● 地域農業再生協議会のメンバーである
ＪＡ、農業委員会、土地改良区等関係機
関のほか、必ず大規模個別経営、法人経
営者、集落営農の代表者等が出席 

〈メンバーの概ね３割は女性〉 

● 女性農業者等の他、関係機関からも役
職を問わず女性等が出席 

● 地域内の農業者に対し、 

 ・地域農業の将来の見直し 

   農地の有効利用、 

   継続可能な経営 

 ・地域農業の今後の方向性 

   中心となる経営体をどこにす 

   るか、どう創るか、新規就農 

   等をどうするかなど 

 ・自らの経営や農地を今後どう 

  するか。 

 等をアンケート等で確認。 

 

● 集落のリーダー役と話し合いの段 

 取りについて打ち合わせ 

市町村・関係機関が行うこと（例） 



○  経営再開マスタープランの作成例 
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